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過
去
15
年
間
１
日
平
均
75
人
が
自
殺

〝
国
民
病
〟に
よ
る
２・７
兆
円
損
失
を
防
ぐ

　

医
療
法
人 

志
仁
会 

西
脇
病
院
（
長

崎
市
）
が
目
指
す
の
は
、「
こ
れ
か
ら
の

時
代
と
地
域
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
、『
精
神

科
病
院
ら
し
い
』
病
院
づ
く
り
」（
西

脇
健
三
郎
理
事
長
・
院
長
）
だ
。

　

背
景
に
は
近
年
の
精
神
疾
患
の
構

造
変
化
が
あ
る
。
精
神
疾
患
の
患
者

数
は
過
去
14
年
間
増
え
続
け
て
お
り
、

2
0
1
1
年
、厚
生
労
働
省
は
糖
尿
病・

が
ん・脳
卒
中・急
性
心
筋
梗
塞
の
「
国

民
の
４
大
疾
病
」
に
精
神
疾
患
を
加
え
、

新
た
に
「
国
民
の
５
大
疾
病
」
と
し
た
。

　この4月1日、長崎市の精神科病院・医療法人 志仁会 西脇病院は現在の敷地
内に新病棟をオープンするが、これで病棟全体（4病棟）としては11床減らして定
床218床となる。年間約400人以上の患者の入院受け入れと退院援助を行い、退
院後の地域生活を支援する。「テーマは『LIFE』で、生命に関わる 生活を支える
　人生を見守る」という理念を掲げる同病院は、他病院との診療情報連携を進め
て、「社会インフラとしての精神科病院」を目指す。

長崎発 医療最前線

医
療
法
人 

志
仁
会 

西
脇
病
院

「
う
つ
病
」「依
存
症
」治
療
の
拠
点
病
院
と
し
て
整
備

　

精
神
疾
患
と
密
接
に
関
係
す
る
の
が

ス
ト
レ
ス
。
長
引
く
デ
フ
レ
不
況
で
消

費
は
低
迷
、
企
業
業
績
も
停
滞
す
る

中
、
経
営
危
機
や
雇
用
不
安
が
広
が
る
。

　

不
況
時
代
は
超
ス
ト
レ
ス
時
代
で
、

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
心
身
に
重
圧
が
か
か

る
。
特
に
「
5
大
ス
ト
レ
ス
職
業
」
で

あ
る
銀
行
員
・
教
職
員
・
警
察
官
・
消

防
士
・
医
師
に
か
か
る
重
圧
は
大
き
い
。

　
こ
う
し
た
中
、
精
神
疾
患
の
患
者
内

訳
は
一
変
。
中
心
は
統
合
失
調
症
か
ら

う
つ
病
や
、
心
身
症
、
依
存
症
に
移
っ

て
い
る
。
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
込
む
と
う

つ
病
や
心
身
症
に
な
り
や
す
く
、
ス
ト

レ
ス
か
ら
の
回
避
行
動
が
ア
ル
コ
ー
ル

や
ギ
ャ
ン
ブ
ル
へ
の
依
存
症
に
表
れ
る
。

　

同
病
院
で
も
開
設
（
1
9
5
7
年
）

当
初
、
初
診
患
者
の
50
％
以
上
を
占
め

て
い
た
統
合
失
調
症
は
12
年
に
は
10
％

以
下
に
激
減
、
う
つ
病
を
含
む
気
分
障

害
、
ア
ル
コ
ー
ル
や
ド
ラ
ッ
グ
、
ギ
ャ
ン

ブ
ル
へ
の
依
存
症
で
70
％
を
占
め
る
。

　

う
つ
病
は
重
篤
化
す
る
と
自
殺
に
至

る
。
厚
労
省
（
全
国
、
以
下
同
）
に
よ

る
と
、
過
去
15
年
間
増
え
て
き
た
自
殺

西脇健三郎理事長・院長
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者
数
は
10
年
以
降
は
減
少
に
転
じ
た
が
、

そ
れ
で
も
1
日
平
均
75
人
が
死
を
選
ん

で
お
り
、
そ
の
2
大
要
因
が
経
済
問
題

と
う
つ
病
と
い
う
事
態
は
変
わ
ら
な
い
。

　
一
般
的
に
見
て
も
40
〜
50
歳
代
の
男

性
の
3
分
の
１
は
「
飲
酒
の
在
り
方
自

体
に
問
題
が
あ
り
、
そ
れ
で
自
殺
リ
ス

ク
が
高
ま
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
指
摘
。

う
つ
病
や
自
殺
に
よ
る
社
会
的
損
失
は

２・７
兆
円
（
09
年
単
年
）
と
推
計
し
た
。

　

う
つ
病
は
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
を
伴

う
こ
と
が
多
い
。
飲
酒
で
一
時
的
に
気

分
が
晴
れ
た
り
、
熟
睡
で
き
る
と
信
じ

込
ん
で
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
実
際
は

ア
ル
コ
ー
ル
は
自
ら
判
断
・
調
整
す
る

中
枢
神
経
系
の
機
能
を
抑
制
す
る
た
め
、

う
つ
病
は
悪
化
す
る
。
一
方
、
急
激
に

酒
量
が
増
え
て
い
る
ケ
ー
ス
に
は
う
つ

病
が
隠
れ
て
い
る
可
能
性
が
疑
わ
れ
る
。

　
〝
国
民
病
〟
の
精
神
疾
患
に
よ
る
損

失
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
「
本
来
、
精
神

科
病
院
は
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
機
能

す
べ
き
」と
い
う
の
が
同
病
院
の
立
場
だ
。

厚
労
省
指
定
の
標
準
化
ス
ト
レ
ー
ジ
の

電
子
カ
ル
テ
を
精
神
科
に
特
化
し
導
入

　
西
脇
病
院
が
今
後
さ
ら
に
取
り
組
む

の
は
「
う
つ
病
と
依
存
症
の
治
療
に
特

化
し
た
サ
ー
ビ
ス
」
だ
。
患
者
数
の
増

加
に
合
わ
せ
精
神
科
（
心
療
内
科
）
ク

リ
ニ
ッ
ク
数
も
こ
れ
ま
で
急
増
。
し
か

し
、
う
つ
病
、
依
存
症
の
ど
ち
ら
か
一つ

の
疾
患
の
入
院
治
療
に
特
化
し
た
病
院

は
あ
っ
た
が
、
両
方
を
一つ
の
病
院
で
取

り
組
む
の
は
同
病
院
が
全
国
初
だ
。

　
こ
れ
ま
で
の
精
神
科
医
療
は
統
合
失

調
症
の
治
療
を
中
心
に
、
長
期
入
院
が

主
流
だ
っ
た
。
12
年
で
も
１
年
以
上
の

長
期
入
院
者
数
（
全
国
）
は
全
体
の
65

％
（
約
22
万
人
）
を
占
め
た
が
こ
れ
か

ら
は
「
入
院
医
療
中
心
か
ら
地
域
生
活

中
心
へ
」
シ
フ
ト
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

同
病
院
は
99
年
に
現
在
の
敷
地
内

に
ス
ト
レ
ス
ケ
ア
病
棟
を
オ
ー
プ
ン
。

地
域
生
活
の
維
持
や
入
院
予
防
を
目

指
し
、
デ
イ
ケ
ア
を
充
実
、
ス
ト
レ
ス

関
連
疾
患
を
対
象
に
治
療
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
早
期
に
治
療
し
、
入
院
期

間
を
抑
え
て
退
院
後
の
地
域
生
活
を

支
援
す
る
。

　
ま
た
、
厚
労
省
の
指
定
す
る
標
準
化

ス
ト
レ
ー
ジ
の
仕
組
み
を
用
い
た
電
子

カ
ル
テ
を
病
院
内
に
配
置
し
た
。
精
神

科
に
特
化
し
て
の
こ
の
よ
う
な
電
子
カ

ル
テ
化
と
し
て
は
、
こ
れ
も
全
国
初
だ
。

現
在
、
長
崎
市
内
の
病
院
や
診
療
所
で

電
子
カ
ル
テ
化
が
進
ん
で
お
り
、
こ
れ

に
基
づ
い
た
診
療
情
報
連
携
の
動
き
が

見
ら
れ
る
。

集
団
で
自
発
的
に
行
う
療
法
が

生
む
共
感・協
調
が
回
復
の
カ
ギ

　

先
述
の
社
会
的
損
失
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
に
、
望
ま
れ
る
の
は
精
神
疾
患

に
よ
る
休
職
者
へ
の
復
職
支
援
だ
。

　

同
病
院
は
本
人
は
じ
め
職
場
の
上

司
や
人
事
担
当
者
、
家
族
に
助
言
や

援
助
を
行
い
な
が
ら
、「
集
団
療
法
」

を
基
盤
に
治
療
を
進
め
る「
リ
ワ
ー
ク・

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
用
意
。「
再
発
・
再

休
職
の
予
防
」
を
念
頭
に
完
全
な
職

場
復
帰
で
９
割
以
上
の
実
績
を
持
つ
。

　

日
本
人
に
も
っ
と
も
多
い
の
は
「
控

え
め
、
き
ち
ょ
う
め
ん
で
生
真
面
目
な

タ
イ
プ
（
執
着
性
気
質
）」
で
、
ス
ト

レ
ス
を
抱
え
込
み
や
す
い
。
う
つ
病
特

有
の
「
考
え
方
の
癖
」
に
着
目
し
感
情

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
た
め
休
職
者

同
士
で
悩
み
や
迷
い
を
打
ち
明
け
合
う
。

毎
週
火
曜
日
の
夕
方
か
ら
行
う
依
存

症
患
者
の
「
夜
間
集
会
」
は
37
年
目

に
入
っ
た
。
毎
回
30
人
前
後
の
出
席

者
同
士
は
「
言
い
っ
ぱ
な
し
・
聞
き
っ

ぱ
な
し
」
で
ス
ト
レ
ス
を
発
散
。
自
分

を
開
放
し
な
が
ら
共
に
助
け
合
う
と

い
う
気
運
が
生
ま
れ
る
。

　
ど
ち
ら
の
療
法
も
「
患
者
同
士
が
集

団
で
自
発
的
に
行
う
も
の
で
、
そ
こ
で

生
ま
れ
る
共
感
・
協
調
が
リ
ワ
ー
ク
へ

の
カ
ギ
に
な
る
」。
医
師
や
看
護
師
は

訓
練
で
は
な
く
支
援
の
た
め
に
関
わ
る
。

　

本
人
の
生
き
る
力
を
尊
び
、
街
で

暮
ら
す
こ
と
を
目
指
し
、
生
き
方
を
見

つ
め
る
。
そ
れ
は
同
病
院
が
「
生
命
に

関
わ
る 

生
活
を
支
え
る 

人
生
を
見
守

る
」
と
理
念
に
う
た
う
通
り
の
取
り
組

み
だ
。

近著『65歳の戦
いくさ

 生
なりわい

業は精神科医』
（みずほ出版新社）でも「これから
の精神科医療」について論及

依存症治療でもっとも大切なのは当事者の体験談に
耳を傾けることだ

ゆったりとしたスペースの病室


